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電気通信サービス加入者情報取得用網間インタフェース 

 

＜参考＞ 

１. 国際勧告との関連 

 本標準は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２２８（第１版）にて規定されているインテリジェントネットワークを

基盤に、電気通信サービス加入者に関する情報の取得にかかわる網間インタフェースに適用するプロトコル

を規定している。 

 

２. 上記国際勧告等に対する追加事項等 

2.1 オプション選択項目 

 なし 

 

2.2 ナショナルマター選択項目 

 なし 

 

2.3 先行している項目 

なし 

 

2.4 追加した項目 

 なし 

 

2.5 削除した項目 

 なし 

 

2.6 その他 

 なし 

 

３．改版の履歴 

 

 版 数 制  定  日 改 版 内 容 

 第１版 ２０００年１１月３０日 制 定 

 

４．工業所有権 

本標準に関わる「工業所有権の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧にな

れます。 

 

５．その他 

(1) 本標準は、インテリジェントネットワークアプリケーションプロトコル（ＩＮＡＰ）を用いて、電気通

信サービス加入者に関連する情報を取得するにあたり必要な網間インタフェースを対象とする。 

(2) 本標準では、第１編において電気通信サービス加入者に関連する情報の提供に関する記述を行い、第２

編において電気通信サービス加入者関連情報の取得に関わる網間インタフェースにおけるプロトコル

を規定している。 



ＪＴ－Ｑ１２２８－ｃ - ii - 

(3) 参照している勧告、標準等 

ＴＴＣ標準： ＪＴ－Ｑ７６４（第１０版）、ＪＴ－Ｑ９５１（第５版） 

 ＪＴ－Ｑ１２２４（第１版）、ＪＴ－Ｑ１２２５（第１版） 

 ＪＴ－Ｑ１２２８（第１版）、ＪＴ－Ｘ５２０（第２版） 

 

ＩＴＵ－Ｔ勧告： Ｘ．５０１（１９９７年版）、Ｘ．５１１（１９９７年版） 
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第１編　電気通信サービス加入者に関する情報の提供

1.　総論

1.1　目的

　本標準は、ＩＮＡＰを用いて電気通信サービス加入者に関連する情報を取得するにあたり必要な規定を

記述する。

　本標準は上記規定を網間、網内に関らず記述する。

1.2　本標準の範囲

　本標準は以下の範囲で記述している。

　(1) 電気通信サービス加入者に関連する情報について、それを要求する電気通信サービス提供事業者網

と、　それを提供する電気通信サービス提供事業者網との間で、ＩＮＡＰのＳＣＦ－ＳＤＦインタ

フェース（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２２４、同１２２５、同１２２８）を使用し、電気通信サービス

加入者に関連する情報を取得するための規定について記述する。

　(2) 課金についての事項は取り扱わない。

1.3　定義及び用語

　下記に、電気通信サービス加入者に関連する情報を取得するために必要な規定を行うにあたり使用する

用語と定義を示す。

1.3.1　国

　電気通信サービス加入者がどの国に属するかを示す。

1.3.2　電気通信サービス加入者関連情報

　電気通信サービス加入者に関連する情報を示す。

1.3.3　電気通信サービス加入者関連情報提供

　電気通信サービス加入者に関連する情報を提供することを示す。

1.3.4　電気通信サービス加入者関連情報ベース提供者

　電気通信サービス加入者に関連する情報ベースを提供する電気通信サービス提供事業者を示す。

1.3.5　電気通信サービス加入者関連情報要求者

　電気通信サービス加入者に関連する情報を要求する電気通信サービス提供事業者を示す。

2.　基本的な考え方

2.1　電気通信サービス加入者に関連する情報の提供にあたってのシナリオ

　電気通信サービス加入者に関連する情報の提供は、マーケットニーズの展開や技術の高度化により大き

く影響され、変化をたどると考えられる。そのため、電気通信サービス加入者に関連する情報の提供は、

ある程度長期的な展望に基づいて実現されることが望ましい。

　以下に一例として現状考えられている電気通信サービス加入者に関連する情報の提供サービスを示す。
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2.2　提供可能なサービス

2.2.1　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９５１［Ⅲ］付属資料 C

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９５１［Ⅲ］付属資料Ｃでは、発信者番号通知（ＣＬＩＰ）の付加サービスとして

発信者に関連する情報を着信ユーザに提供する手順を記述している。このサービスを提供するにあたり、

発信者に関連する情報の取得のために本標準を利用することが可能である。

3.　電気通信サービス加入者に関する情報を取得するための機能

3.1　電気通信サービス加入者関連情報取得機能

　電気通信サービス加入者に関連する情報を取得するための機能である。

4.　電気通信サービス加入者に関連する情報を取得するための手順

　本章では、3 章に記述されている、電気通信サービス加入者に関連する情報を取得するための機能をサポー

トするための一般的な手順を記述する。

4.1　電気通信サービス加入者関連情報取得手順

　基本的な、電気通信サービス加入者に関連する情報を取得するための手順は、それら自身では何ら意味

を持たない手順である。これらの手順は、常に他の手順（例えばＩＳＵＰ信号手順（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ

７６４））と関連付けて実行されるかもしれない。また、情報を取得するためにいくつかの情報は必須で

ある。
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第２編　電気通信サービス加入者関連情報提供のための網間プロトコル

1. 電気通信サービス加入者関連情報提供のための網間プロトコル標準化の範囲

　データモデルにおける情報量に応じて、そのモデルは構造化する必要がある。その情報や関連する構成

は電気通信サービス加入者関連情報ベースを形成する。

2. 物理プレーンアーキテクチャ

　本編の前提とする物理プレーンアーキテクチャは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２２５をベースとする。

3.　情報モデル

3.1　概要

　電気通信サービス加入者関連情報提供のためのデータは以下に示すデータモデルに含まれる。モデル化

の目的は、第一に電気通信サービス加入者関連情報提供をサポートするために必要な全てのデータを網羅

的にリストアップすること、第二にデータベースオペレーションのパラメータ利用の準備のために、でき

る限り一般性をもってこれらのデータを提供することである。

3.2　電気通信サービス加入者関連情報ベース

3.2.1　情報ベース

　情報モデルは、オブジェクトクラスにおいて構造化される。オブジェクトはそれを内包するオブジェク

トクラスのインスタンスである。各オブジェクトクラスは属性によって特徴付けられる。その属性はその

サービスを実行するために必要なデータを保有する。

　いくつかのオブジェクトクラスは、それらの属性と同様に識別される。

　以下の３種類のオブジェクトクラスはトップのサブクラスである。トップは他のクラス全てをサブクラ

スとする抽象クラスである。

　国（country）
　電気通信サービス提供者（telecommunications service provider）
　電気通信サービス加入者（telecommunications service subscriber）

3.2.1.1　国（country）

　本オブジェクトクラスはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ５２０にて定義されている。

country OBJECT-CLASS::={

SUBCLASS OF top

MUST CONTAIN {countryName}

MAY CONTAIN {description|

searchGuide}

ID {id-oc-country}}

　上記の定義で示した属性の意味を以下に示す。

　国名(countryName)属性は国を指定する。この属性型はディレクトリ名の要素として用いるとき、相対識

別名は「country=JP」等と表記される。
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3.2.1.2　電気通信サービス提供者（telecommunicationsServiceProvider）

  本オブジェクトクラスは、電気通信サービス提供者を定義する。その定義は以下のものを含む。

(1)　電気通信サービス提供者を識別すること

  次のようなＡＳＮ．１記述が電気通信サービス提供者を定義するために用いられる。

telecommunicationsServiceProvider OBJECT-CLASS::={

  SUBCLASS OF top

  MUST CONTAIN {telecommunicationsServiceProviderId}

  ID {ttc-objectClass 6}}

telecommunicationsServiceProviderId ATTRIBUTE::={

  WITH SYNTAX NumericString(SIZE(1..ub-telecommunicationsServiceProviderId))

  EQUALITY MATCHING RULE numericStringMatch

  SUBSTRINGS MATCHING RULE numericStringSubstringsMatch

  SINGLE VALUE TRUE

  ID {ttc-attributeType 28}}

  上記の定義で示した属性の意味を以下に示す。

telecommunicationsServiceProviderId 属性は電気通信サービス提供者を識別する。本属性には、電気通信サー

ビス提供者の事業者識別コード（１０進４桁）が設定される。

3.2.1.3　電気通信サービス加入者（telecommunicationsServiceSubscriber）

  本オブジェクトクラスは、電気通信サービス加入者を定義する。その定義は以下のものを含む。

(1)　電気通信サービス番号を識別すること

(2)　加入者名を与えること

次のようなＡＳＮ．１記述が電気通信サービス加入者を定義するために用いられる。

telecommunicationsServiceSubscriber  OBJECT-CLASS::={

SUBCLASS OF top

MUST CONTAIN {telecommunicationsServiceNumber|

                                telecommunicationsServiceSubscribersName}

ID {ttc-objectClass 7}}

telecommunicationsServiceNumber   ATTRIBUTE::={

SUBTYPE OF internationalISDNNumber

SINGLE VALUE TRUE

ID {ttc-attributeType 29}}
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telecommunicationsServiceSubscribersName  ATTRIBUTE::={

WITH SYNTAX OCTETSTRING(SIZE(2..ub-telecommunicationsServiceSubscribersName))

EQUALITY MATCHING RULE octetStringMatch

SINGLE VALUE TRUE

ID {ttc-attributeType 30}}

  上記の定義で示した属性の意味を以下に示す。

telecommunicationsServiceNumber 属性は、電気通信サービス番号を示す。

telecommunicationsServiceSubscribersName 属性は、電気通信サービス加入者名を示す。本属性のタイプは、

Octet String であり、ＪＩＳ７ビット漢字コード（ＪＩＳ Ｘ ０２０８）を設定可能であるものとする。

3.2.2　電気通信サービス加入者関連情報モデル

3.2.2.1　オブジェクトクラス間の関係

図３－１／ＪＴ－Q１２２８－ｃは、電気通信サービス関連情報モデルを定義するために用いるＤＩＴを

示す。オブジェクトクラス間の線は、二つのオブジェクトクラス間の存在関係を示す。存在関係は一つの

オブジェクトクラスが単独で存在しないことを表す。それは、オブジェクトクラスがある意味を持つため

には図において上位に向かうことを必要とする。例えば、電気通信サービス加入者オブジェクトクラスは

単独のオブジェクトクラスではなく、それは、電気通信サービス提供者オブジェクトクラスに従属する。

一つの存在関係は、一対一の関係ではない。上位オブジェクトクラスのインスタンスは下位オブジェク

トクラスの複数のインスタンスと関連する。例えば、一つの電気通信サービス提供者は複数の電気通信サー

ビス加入者と関係する。この全ての関係は一対ｎの関係を持つ。

  上位クラスのインスタンスが存在しない場合、下位クラスのインスタンスは意味がないことを示す。
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図３－１／ＪＴ－Ｑ１２２８－ｃ 電気通信サービス加入者関連情報提供のためのＤＩＴ構成

3.2.2.2  名前形成

各オブジェクトクラスには、その名前形成がそのオブジェクトクラスの名前の中に含まれる属性を定義

する。名前属性はそのオブジェクトクラスのインスタンスをユニークに識別するために利用される。名前

属性はオブジェクトクラスの必須属性である。

countryNameForm NAME-FORM::={

    NAMES             country

    WITH ATTRIBUTES  {countryName}

    ID                  {id-nf-countryNameForm}}

telecommunicationsServiceProviderNameForm  NAME-FORM::={

    NAMES             telecommunicationsServiceProvider

    WITH ATTRIBUTES  {telecommunicationsServiceProviderId}

    ID                  {ttc-nameForm 5}}

telecommunicationsServiceSubscriberNameForm  NAME-FORM::={

    NAMES             telecommunicationsServiceSubscriber

    WITH ATTRIBUTES  {telecommunicationsServiceNumber}

    ID                  {ttc-nameForm 6}}

telecommunicationsServiceProvider オ ブ ジ ェ ク ト ク ラ ス 内 の イ ン ス タ ン ス は 、

telecommunicationsServiceProviderId 属性値によりユニークに識別される。telecommunicationsServiceSubscriber

オブジェクトクラス内のインスタンスは、telecommunicationsServiceNumber 属性値によりユニークに識別さ

れる。

root

country

telecommunicationsServiceProvider

telecommunicationsServiceSubscriber

sr2

sr1

sr3

sr4
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3.2.2.3　構造規則

データベースにおいて、一つのデータ項目はそれが属するオブジェクトの名前により格納位置が特定さ

れる。そのオブジェクトクラスの名前は名前形成において、それより上位のオブジェクトの名前と連結さ

れる。これは、一つの階層構造がそのオブジェクトの名前を作るためにオブジェクト間に存在することを

意味する。

sr1 STRUCTURE-RULE::={

    NAME FORM countryNameForm

    ID 1}

sr2 STRUCTURE-RULE::={

    NAME FORM telecommunicationsServiceProviderNameForm

    SUPERIOR RULES {sr1}

    ID 2}

sr3 STRUCTURE-RULE::={

    NAME FORM telecommunicationsServiceSubscriberNameForm

    SUPERIOR RULES {sr2}

    ID 3}

sr4 STRUCTURE-RULE::={

    NAME FORM telecommunicationsServiceSubscriberNameForm

    SUPERIOR RULES {sr1}

    ID 4}

　オブジェクトクラス間の関係は、図３－１／ＪＴ－Ｑ１２２８－ｃの線によって示される。

　目的とするオブジェクトにアクセスするためには、図に定義されたパスを順にたどる必要がある。

3. 3　電気通信サービス加入者関連情報提供セキュリティモデル

3.3.1　基本アクセス制御

　電気通信サービス提供者は telecommunications service provider ID 属性値が自分自身を示すエントリ以下の

部分木を管理する。telecommunications service subscriber オブジェクトクラスの属性のアクセス制御情報は

ACIItem のセットとして表現される。各々のコンポーネントは電気通信サービス加入者関連情報ユーザとプ

ロテクトされた情報に関して、アクセス権を許可または拒否する。

　ACIItem の値には実際のアクセス制御情報が割り当てられる。

　例えば、アクセス制御情報には以下の事項を含まなければならないものとして規定される。

　(1)　任意のユーザは電気通信サービス加入者エントリ内の telecommunications service subscriber name 属性

を読み出し可能である。

　参考として、上記のアクセス制御情報の設定例を本標準の付録Ⅰに示す。
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4.　電気通信サービス加入者関連情報アクセス手順

　本節では電気通信サービス加入者関連情報アクセス手順を記述する。

　電気通信サービス加入者関連情報提供手順は以下の事項を前提条件としている。

　(1)　電気通信サービス加入者関連情報アクセス元の網はあらかじめＤＩＴの構造を知っている。

4.1　プロトコル提供条件

　本プロトコルはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２２８に記述されている内容を前提としている。ＳＣＦにおける

サービス論理とＩＮＡＰの関係についてはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２２８の 12 章に記述されている。また、

ＴＣ上でのサービス提供についてはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２２８の 7 章に記述されている。

4.1.1　ＳＣＦ－ＳＤＦ間インタフェースとＴＣサービスとの対応

　以下の記述における各オペレーションとＴＣサービスとの対応は次のように規定される。

　(1) directoryBind オペレーションは、ＴＣのダイアログ部により実現される。また、応答

（directoryBindResult）ならびにエラー（directoryBindError）も同様にＴＣのダイアログ部を用いて実現

される。なお、各オペレーションで必要なパラメータは、ユーザ情報内に設定する。

　(2) inSearch オペレーションは、ＴＣのコンポーネント部により実現される。また、応答およびエラーは、

コンポーネント種別の結果応答およびエラー応答により実現される。

　また、網間の信号数を極力削減するため、ディレクトリの結合解放をプリアレンジド終了により実現す

ることで、結合解放のための directoryUnbind オペレーションを送信不要とすることも選択可能とする。

4.2　電気通信サービス加入者関連情報取得手順

4.2.1　概要

　本手順は、加入者番号を含む電気通信サービス加入者関連情報を、電気通信サービス加入者関連情報要

求者が電気通信サービス加入者情報ベース提供者から取得するために用いられる。本手順は、DirectoryBind

および Search オペレーションによって構成される。

4.2.2　詳細手順

　電気通信サービス加入者関連情報要求者のＳＣＦはサービス論理から結合要求があると、Idle 状態から

Wait for subsequent requests 状態に遷移する。その後、DirectoryBind オペレーションを形式化し電気通信サー

ビス加入者情報ベース提供者のＳＤＦへ転送することによってＳＤＦとの結合を要求する。DirectoryBind

オペレーション転送後、ＳＣＦは Wait for subsequent requests 状態から Wait for Bind results 状態へ遷移する。

このとき、DirectoryBind オペレーションを受信したＳＤＦは Idle 状態から Bind Pending 状態に遷移する。

ＳＤＦは結合完了を示すために DirectoryBindResult を形式化し転送する。このとき、ＳＤＦは SCF Bound

状態に遷移する。

　また、ＳＣＦと結合できない場合には、ＳＤＦは DirectoryBindError を形式化し、ＳＣＦに転送する。こ

のときＳＤＦは Idle 状態に遷移し、ＳＣＦと結合しない。DirectoryBindError はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２２

８の 16.1.28 節を参照のこと。

　DirectoryBindError を受信したＳＣＦはＳＤＦとは結合せず、Wait for Bind result 状態から Idle 状態へ遷移

する。この場合、以下に述べる手順は行わない。
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　ＳＤＦと結合されたＳＣＦは Search オペレーションを形式化しＳＤＦに転送することによって、電気通

信サービス加入者関連情報の取得を開始する。また、ＳＤＦとの結合時に DirectoryBind オペレーションと

Search オペレーションを同一のＴＣメッセージ上で連結して送出してもよい。この場合、DirectoryBind オ

ペレーションが失敗した時には Search オペレーションはＳＤＦにて実行されない。

　電気通信サービス加入者関連情報は、Search オペレーション内の baseObject パラメータに電気通信サー

ビス加入者のエントリの名前を、selection パラメータには telecommunications service subscriber name 属性を、

requestor パラメータには電気通信サービス加入者関連情報要求者に割り当てられた電気通信サービス提供

者の識別名を、各々設定することにより、取得することができる。

　以下に電気通信サービス番号を CN1、電気通信サービス提供者を Provider1、電気通信サービス加入者関

連情報要求者を Provider2 としたときの Search オペレーション内のパラメータ設定例を示す。「Ａ＝Ｂ」は

オブジェクトクラスＡの名前がＢであることを示す。

［例］

baseObject {country=JP, telecommunicationsServiceProvider=Provider1,
telecommunicationsServiceSubscriber=CN1}

selection attributes:select:{telecommunicationsServiceSubscribersName}

requestor {country=JP, telecommunicationsServiceProvider = Provider2}

　ＳＤＦは要求された電気通信サービス加入者関連情報が参照可能である場合、要求されたエントリ内の

telecommunications service subscriber name 属性を含めて SearchResult を形式化しＳＣＦへ転送する。

SearchResult 内の entries パラメータには電気通信サービス加入者関連情報が、performer パラメータには電

気通信サービス加入者関連情報ベース提供者に割り当てられた電気通信サービス提供者の識別名がそれぞ

れ設定される。

　また、ＳＤＦは要求された属性がＳＤＦにて許容されていなかったり、または存在しない場合等サービ

スが提供不可能な場合には、以下の５つのエラーメッセージの１つを形式化し、ＳＣＦに転送する。

AttributeError

NameError

ServiceError

SecurityError

Referral

　上記のエラーメッセージについてはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２２８の 16.1 節を参照のこと。

　ＳＤＦから応答を受信したＳＣＦは、ＳＤＦとの結合の解放をプリアレンジド終了により行うことも可

能とする。その場合、SearchResult もしくは SearchError を返送したＳＤＦも、ＳＣＦとの結合の解放をプリ

アレンジド終了により行う。

5.　信号シーケンス

　本章では、ＳＣＦ－ＳＤＦ間における信号シーケンスを手順別に以下のように示す。

　以下の信号シーケンスは個々のオペレーションを一括して送受信する場合の信号シーケンス例であり、

オペレーションを個別に送受信する場合の信号シーケンスについてはその限りではない。

- 図５－１／ＪＴ－Ｑ１２２８－ｃ　電気通信サービス加入者関連情報取得手順

- 図５－２／ＪＴ－Ｑ１２２８－ｃ　電気通信サービス加入者関連情報取得手順（プリアレンジド終

了あり）
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　図５－１／ＪＴ－Ｑ１２２８－ｃ、図５－２／ＪＴ－Ｑ１２２８－ｃにおける信号の記法は、以下の通

りである。

　＜Ｘ．５００シリーズオペレーション名＞

　　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．５１１にて記述されているオペレーションのアーギュメント（ARGUMENT）部分

に対応。

　＜Ｘ．５００シリーズオペレーション名＞Ｒｅｓｕｌｔ

　　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．５１１にて記述されているオペレーションの結果応答（RESULT）部分に対応。

　＜Ｘ．５００シリーズオペレーション名＞Ｅｒｒｏｒ

　　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．５１１にて記述されているオペレーションのエラー（ERROR(S)）部分に対応。
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ＳＣＦ ＳＤＦ

Idle
↓

Wait for Subsequent
Requests

Wait for Bind Result

SDF Bound

（注５）

Idle

Bind Pending

（注５）

SCF Bound

DirectoryBind

Search（注２、３）

DirectoryBindResult
SearchResult（注３、４）

（注１）

結合失敗時

DirectoryBindError

加入者関連情報取得失敗時

SearchError（注４）

DirectoryBindResult

DirectoryUnBind

DirectoryUnBind

Idle Idle

Wait for Bind Result Bind Pending

Idle Idle

Wait for Bind Result Bind Pending

SDF Bound SCF Bound

Idle Idle

（注１）Idle 状態から Wait for Subsequent Requests 状態への状態遷移はＪＴ－Ｑ１２２８参照

（注２）DirectoryBind と同一ＴＣメッセージ上で連結される

（注３）パラメータ設定例は 4.2.2 節に示されている

（注４）DirectoryBindResult と同一ＴＣメッセージ上で連結される

（注５）連結されたオペレーションまたは結果応答受信時の状態遷移はＪＴ－Ｑ１２２８参照

図５－１／ＪＴ－Ｑ１２２８－ｃ　電気通信サービス加入者関連情報取得手順
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（注１）Idle 状態から Wait for Subsequent Requests 状態への状態遷移はＪＴ－Ｑ１２２８参照

（注２）DirectoryBind と同一ＴＣメッセージ上で連結される

（注３）パラメータ設定例は 4.2.2 節に示されている

（注４）DirectoryBindResult と同一ＴＣメッセージ上で連結される

（注５）連結されたオペレーションまたは結果応答受信時の状態遷移はＪＴ－Ｑ１２２８参照

図５－２／ＪＴ－Ｑ１２２８－ｃ　電気通信サービス加入者関連情報取得手順（プリアレンジド終了あり）
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DirectoryBindResult

Idle
↓

Wait for Subsequent
Requests

Idle

Wait for Bind Result Bind Pending

（注５）

SDF Bound

（注５）

SCF Bound

DirectoryUnBind

（プリアレンジド終了）

DirectoryUnBind

（プリアレンジド終了）

Idle Idle

Wait for Bind Result Bind Pending

Idle Idle

Wait for Bind Result Bind Pending

SDF Bound SCF Bound

DirectoryUnBind

（プリアレンジド終了）

DirectoryUnBind

（プリアレンジド終了）

Idle Idle
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付属資料Ａ（標準ＪＴ－Ｑ１２２８－ｃ）

本付属資料は本標準の必須部分を形成する。

電気通信サービス加入者情報取得用網間インタフェースのためのＡＳＮ．１規定

TTC-IN-CS2-TelecommunicationsServiceSubscribersInformationFramework

{ itu-t(0) administration(2) japan(440) isdn(102) inapl(3) jt-q1228-c(4) module(0)

telecommunicationsServiceSubscribersInformationFramework(0) version1(0) }

DEFINITIONS::=

BEGIN

IMPORTS

ATTRIBUTE, OBJECT-CLASS, NAME-FORM

FROM InformationFramework { joint-iso-ccitt ds(5) module(1) informationFramework(1) 3}

internationalISDNNumber

FROM SelectedAttributeTypes {joint-iso-ccitt ds(5) module(1) selectedAttributeTypes(5) 3};

--Attribute types--

telecommunicationsServiceProviderId ATTRIBUTE::={

WITH SYNTAX NumericString(SIZE(1..ub-telecommunicationsServiceProviderId))

EQUALITY MATCHING RULE numericStringMatch

SUBSTRINGS MATCHING RULE numericStringSubstringsMatch

SINGLE VALUE TRUE

ID {ttc-attributeType 28}}

telecommunicationsServiceNumber ATTRIBUTE::={

SUBTYPE OF internationalISDNNumber

SINGLE VALUE TRUE

ID {ttc-attributeType 29}}

telecommunicationsServiceSubscribersName ATTRIBUTE::={

WITH SYNTAX OCTET STRING(SIZE(2..ub-
telecommunicationsServiceSubscribersName))

EQUALITY MATCHING RULE octetStringMatch

SINGLE VALUE TRUE

ID {ttc-attributeType 30}}

--Object classes--

telecommunicationsServiceProvider OBJECT-CLASS::={

SUBCLASS OF top

MUST CONTAIN {telecommunicationsServiceProviderId}

ID {ttc-objectClass 6}}
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telecommunicationsServiceSubscriber　　　　OBJECT-CLASS::= {

SUBCLASS OF top

MUST CONTAIN {telecommunicationsServiceNumber|

telecommunicationsServiceSubscribersName}

ID {ttc-objectClass 7}}

--Name forms--

telecommunicationsServiceProviderNameForm NAME-FORM::={

NAMES telecommunicationsServiceProvider

WITH ATTRIBUTES {telecommunicationsServiceProviderId}

ID {ttc-nameForm 5}}

telecommunicationsServiceSubscriberNameForm NAME-FORM::={

NAMES telecommunicationsServiceSubscriber

WITH ATTRIBUTES {telecommunicationsServiceNumber}

ID {ttc-nameForm 6}}

--Object identifier—

ttc-objectClass OBJECT IDENTIFIER ::=

{itu-t(0) administration(2) japan(440) ds(5) objectClass(1)}

ttc-attributeType OBJECT IDENTIFIER ::=

{itu-t(0) administration(2) japan(440) ds(5) attributeType(2)}

ttc-nameForm OBJECT IDENTIFIER ::=

{itu-t(0) administration(2) japan(440) ds(5) nameForm(4)}

--Upper bounds—

ub-telecommunicationsServiceProviderId INTEGER ::= 4

ub- telecommunicationsServiceSubscribersName INTEGER ::= 24

END
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付録Ⅰ（ＪＴ－Ｑ１２２８－ｃ）

アクセス制御情報の設定例

I.1 はじめに

　電気通信サービス提供者は、以下の内容規則によって、entryACI属性値（ACIItem）としてアクセス制

御情報をtelecommunications service subscriberオブジェクトクラスで規定されたエントリ内に格納する。

cr1 CONTENT-RULE::={

STRUCTUAL OBJECT CLASS telecommunicationsServiceSubscriber

MAY CONTAIN {entryACI}}

　entryACI属性については、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．５０１のＡＮＮＥＸ　Ｄを参照のこと。

I.2 任意のユーザからのアクセスに対する基本アクセス制御情報

　本標準第２編 3.3.1 節の条件(1)を満たす entryACI 属性の値の例を以下に示す。

identificationTag “Administration of entry access from Telecommunications service Subscriber
User”

Precedence 10

UserClasses {allUsers}

authenticationLevel none

ProtectedItems {entry}

GrantsAndDenials {grantBrowse}

　“Administration of entry access from Telecommunications service Subscriber User”は任意のユーザか

らの電気通信サービス加入者エントリ内の属性が読み出し可能であることを示す。

identificationTag “Administration of attribute access from Telecommunications service
Subscriber User”

Precedence 10

UserClasses {allUsers}

authenticationLevel none

ProtectedItems {attributeType{telecommunicationsServiceSubscribersName},

allAttributeValues{telecommunicationsServiceSubscribersName}}

GrantsAndDenials {grantRead}

　“Administration of attribute access from Telecommunications service Subscriber User”は電気通信サー

ビス加入者関連情報取得手順にて読み出し可能な属性を規定している。

　IdentificationTag, Precedence パラメータの値は電気通信サービス提供者に依存する。
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